
令和６年度 第１回 紀南高等学校運営協議会 議事概要 

日  時 令和６年５月１５日（水）１９：００～２０：４５ 

場  所 紀南高等学校会議室 

出 席 者 

（敬称略） 

岩本、山本、廣畑、田尾、産屋敷、二村、立嶋、中嶋、湊、舛屋 

（県教育委員会）一尾、加藤英、中野 

（紀南高校）辻、込谷、湊、池山 

欠席者 

（敬称略） 
辻本、西、長阪 

議  事 

 

 

主な意見 

１ 報告事項 

（１）教職員の状況について  

 ・ 通級等の加配により、教員数が増やされたことはありがたい。 

・ 新規採用教員（新卒者）が多い。新校に向けて大変な時期に新採の育成もあ

り、ベテラン教員の負担が増えるのではないか。 

  ⇒ 紀南高校だけでなく、この地域の学校に新採が配置されることは一つの課

題であり、以前から教職員課にお願いしているところである。そんな中、２

校目の教員が配置されたことは、本校のことを考え配置してくれたと感じて

いる。 

    新採は、人材育成ができ、新しい学校をスタートするにあたり戦力になり

得ると考える。 

（２）熊野青藍高等学校ワーキング会議の概要について 

（３）令和５年度卒業生の進路先について 

（４）令和５年度紀南高校職員ストレスチェックについて 

（５）その他 ⇒ なし 

 

２ 協議事項   

（１） 令和６年度学校マネジメントシートについて ⇒ 承認 

・ 育みたい生徒像について、具体的にどう実現するのか。明確な行動計画を検

討してもらいたい。 

⇒ 自己肯定感を育むためには、さまざまなアプローチが必要であると考え

る。各分掌が P13～14に示した内容で取り組んでいきたい。 

（２） 令和６年度学校運営費支出計画について ⇒ 承認 

 ・ 「地域産業とみかん」について、以前のように送迎で地域の協力を得ること

はできないのか。地域の協力を得ながら進めていくことが重要ではないか。 

  ⇒ 生徒輸送に関しては、学校としては慎重になるところであり、委託として

いる。 



（３）令和６年度人権教育推進計画について ⇒ 承認 

 ・ 人権教育が基本である。各教科で総合的に取り組んでほしい。 

 ・ 差別事象を受けて、ともに生きていくためにはどうしたらよいかを考える機

会となったのか。 

  ⇒ 生徒の課題に向き合い、生徒につけたい力を明確にしながら、継続して取

り組んでいる。生徒及び家庭の意識は変わってきている。 

（４）熊野青藍高等学校紀南校舎の今後のあり方について ⇒ 承認 

・ 課題を抱えた生徒が増えた場合、支える力の補充をどうするのか。 

 ⇒ 紀南校舎だけでなく、熊野青藍全体で取り組んでいく。短期インターンシ

ップなどで地域の協力が得られるのは、コミュニティースクール（CS）であ

るということも大きい。木本校舎においても CS の導入に向けて検討中であ

る。 

・ 紀南、木本が一体となった協議が必要。個別にならない仕組みを早急に検討

されたい。 

 ⇒ 共通の学びについて協議中である。 

 ・ 地域に根差した学校をめざすうえで、青藍高校全体で CS化してもらいたい。 

 ・ インターンシップの受け入れ先は。 

  ⇒ 短期インターンシップでは、５年度は郵便局や熊野古道センター等。長期

インターンシップでは、熊野市から新宮市にかけて受け入れの承諾をもらっ

ており、実際に行っているのは 20か所程度。 

 ・ これまで基礎学力の定着に力を入れてきたが、今後はどうするのか。 

  ⇒ 「まなトレ」や基礎学習ができる授業を継続して実施していく。 

 ・ 紀南校舎は「学力が低い生徒がいくところ」というイメージを持たれないよ

うにすることが重要。 

  ⇒ 基礎学力に特化するのではなく、看護や公務員等、その他も視野に入れて

模索している。 

 ・ 「地域産業とみかん」は高校生、新規就農者、双方にとってよい効果がある。

ぜひがんばってもらいたい。 

  ⇒ 「御浜町に校舎があるからこそ学べる」というところにつなげていきたい。 

（５）その他 

 ・ 木本高等学校 福田校長：委員からの要請により、会議を傍聴しての感想 

 

３ 連絡事項 

（１） 令和６年度学校運営協議会は、 

第２回  ７月１１日（木） 第３回 ９月２６日（木） 

第４回 １１月２８日（木） 第５回 ３月 ５日（水） に実施予定 



（２） 令和５年度紀南高等学校年間計画：別紙参照 

（３） 第２回熊野青藍高等学校ワーキング会議 ７月４日（木） 

（４） 学校運営協議会会則等の確認 

（５） 関連新聞記事の紹介 
 


